のいる未来には、ひとつの言い伝えがあってな。『少年がそこにたどりつくなら、正しきもの
は光を見つける。時の流れは悪夢の大岩を砕き、光の道ができる』というのがそれだ。そし
て、その少年が、ネス、あんたなのじゃ!」
え、ぼくなの?いきなりのご指名に、ぼくの頭はますます混乱した
「ネスよ、ギーグの悪の計画は、もうすでに地球の一部に及んでいるはずだ。しかし今すぐ
戦いを始めれば間に合うはずじゃ!大切なのは、知恵と勇気とそして仲間たち。言い伝え
では3人の少年と1人の少女がギーグを倒すという。ネス、世界のために戦ってくれるな〓」
「え、いきなりそんなこと言われても……
「選択する余地はないのだ。あんたがやらねば、世界はギーグによって地獄に変わってしま
つのじや。立ち上がってくれネス!未来のために〓
突然のことで、なんだかよくわからなかった。だが、ぼくの心の中の何かが『地球のため
に戦え』と叫んでいた。
「わかりました。未来のために戦いましよう!」ブンブーンの熱意にうたれたぼくは、こう
して世界の敵ギーグと戦うことを約束したのだった。
50
と、突然、ポーラが倒れた。日射病でまいってたところに、この空気の悪さだ。ぼくらは、

